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問　都市計画総務費の委託料が計上され、

阿部田地区の市有地売却を行うとのことだ

が、どのくらいで売却するのか。

答　今回、議会に上程したのは測量費等の

経費です。議会の承認後、公売に向けて詰

めて進めていきたいと考えています。
問　臨時職員へ休憩時間も

賃金を払っているのか。

答　休憩時間は賃金を支払っ

ていません。

問　休憩時間は、どのようなことをしているのか。

答　休憩時間は職員の休憩に充てていますが、同時

にプールの清掃や水質検査も行っています。

問　子どもたちのプール利用の利便性を考慮し、特

例として16時半から17時半の休憩時間中も、来年

の３月までの間、使用してよいか。

答　現在、スイミングサークルで使用されています

が、条例改正に向けて準備を進めています。

問　公共下水道事業債の利率を伺いたい。

答　起債は 2.1％で借りています。

問　公共下水道において、旧岩瀬町の鍬田地区は

供用開始になっているが、50号バイパスの歩道橋

の北側一部地域は未供用である。今後の対応は。

答　来年度以降、国道50号の北側、御領、明日

香地区が整備区域の予定になっていますが、最

初の計画より縮減することで、現在、県と協議・

検討をしています。

要望　工事遅延について住民に説明責任があるは

ず。対処願いたい。

問　電線地中化の事業を伝建地区ま

で広げる計画はあるのか。

答　庁議等、その他内部で対応して

いきたいと考えています。

問　岩瀬駅前開発で土地購入費が上

がっているが、これが最終なのか。ま

た、買収当初と比べて買収単価は変

わっているか。

答　最終です。買収単価は、平米当た

り 5 万 4,000 円で変わっていません。

問　林業振興費で692万円の補正が組

まれているが、どの地域から始め、ど

れくらいの面積なのか。

答　旧岩瀬地区で間伐を 11 ヘクター

ル予定しています。

財政管理状況

 問　地方債補正は利率が４％以内となっているが、各事

業債の実質的な利率を伺いたい。

 答　県営土地改良事業債、県営一般農道整備事業債、農村総合

整備事業債等があり、利率は 0.1％〜 1.8％となっています。

 問　繰越金が３億円追加になり、予算163億円の５％（８億円）になっ

ているが、どう評価するのか。

 答　財政調整基金の取り崩しもなく、7,000万円の財政調整基金の積み増

しができました。

 問　道路特定財源の暫定税率の期限切れにより油代が４月から値下げになり、

また５月から戻ったが、この間の穴埋めはどうなるのか。

 答　特定財源は、まだ国から確定した数字の報告がありません。今後どのように工

事を進めていくべきか慎重に見極め、予算は減らすことなく努力したいと考えてい

ます。

財政調整基金は

7,000 万円を積み増し

【請願は継続審査と決定】

　多目的複合施設（仮称）の建設に関する請願書が提出

され、文教常任委員会に付託されましたが、本件につ

いては審議に時間を要するため、閉会中も継続審査を

することになりました。




